











First Step By tracking survey of completed graduates
A study on the effect of and the role of care worker 



























































221 名（ただし A 県介護福祉士会集計は 208
名である。アンケート調査対象者は 208 名とす
































現在の年齢は 50 代の割合が最も高く 40 代以上
が約９割を占めていた。介護福祉士取得時の年
齢は 40 代の割合が最も高く 20 代から 50 代に
分布していた。ファーストステップ研究受講を
始めた時の年齢は 40 代の割合が最も高く 30 代
から 50 代で約９割を占めていた。

















　　　   表 1-2　研修の受講理由など







































































































































































た年齢は主に 30 代から 50 代のときであった
（表 1-1）。受講を始めたときの職種は介護職員
が 77.0% を占めていた（表 7-1）。この結果から



















































ついても 43.2% という回答を得た（表 3）。ま
た研修終了後の受講者の関係については「今で
も時々連絡をとりあっている」が 44.6% と最も
高く（表 3）、本研修が日常、職場外のスタッ
フと知り合う機会が少ない参加者に対して人脈
を広げる場として有効であることが示された。
５．おわりに
本調査報告を通して明らかとなったファース
トステップ研修は
①	キャリアアップ
②	スキルアップ
③	介護職チーム
④	職場外のスタッフとの関係性作り
に有効と捉えることができた。
一方、研修課題として「チーム運営」「チー
ムマネジメントが弱いことが示されている。今
後の課題である。
またファーストステップや認定介護福祉士研
修は社会的ニーズ以外にも、介護職自身の就労
継続に有効であることが示唆された。個別ケア
など質の高いケアの要となる介護福祉士のあり
方について、今後も検討していきたい。
最後になりますが本調査にご協力を頂きまし
た 75 名の介護職員の皆様、郵送法調査にご尽
力頂きましたA県介護福祉士会に感謝申し上
げます。
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野田由佳里　他：ファーストステップ研修修了者追跡調査による研修効果及び介護職チームのリーダー・
中堅介護福祉士の役割に関する研究
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